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川跡地区の現況（12月31日）

先月比較

世帯数 4,098世帯 (＋ 3）

人 口 10,295人 （＋ 9）

（男） 5,035人 （＋ 2）

（女） 5,260人 （＋ 7）

中野町 1,337世帯 3,268人

武志町 821世帯 2,128人

荻杼町 591世帯 1,424人

稲岡町 480世帯 1,190人

高岡町 869世帯 2,285人

面積 ５．４㎢
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マッキーの『うんちくコーナー』

〔青春・・・〕

古来、中国では「五行説」という自然哲学説

で全ての事柄を説いていた。その中で、方位、

季節、色，神獣の組合せを見よう。方位は東

南西北の順。これに春夏秋冬、青赤白黒を合

わせると、青春，朱夏（しゅか、朱は赤）、白秋，玄冬〈げんとう、玄

は黒〉となる。ここから私たちの青春が生まれ、詩人、北原白秋も誕生

した。さらに四神獣の龍，鳳凰、虎、武（亀と蛇の合体獣）を合わせる

と、青龍、朱雀（すざく、雀は鳳凰）、白虎、玄武（げんぶ）となる。

奈良県明日香村の高松塚・キトラ両古墳の石室が調査され、四面に描か

れた四神獣像が発見されたのは記憶に新しい。三国志の英雄、張飛が手

にするのは青龍刀であり、奈良平城京址の南端には、復元された朱雀門

が輝いている。戊辰戦争の会津若松飯盛山で自刃した白虎隊は、１７才

以下の少年達だった。兵庫県豊岡市の玄武洞は、国の天然記念物で観光

名所である。 （巻３１）
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と
な
り
ま
し
た
。

書初め教室 1/6 29名
川跡書道会の皆さん(三島光代さん、石

橋美智子さん、山根寿栄さん、服部絹子

さん、和田京子さん）と大倉智子さん、

三代玲子さんの指導で硬筆、毛筆で書初

めをしました。静かな会場には心静めて

全集中で取り組む姿がありました。

第２回 出雲市消防団 川跡分団 紹介

本年も引き続き川跡消防分団への御支援、御協力のほ

どよろしくお願い致します。

最近のコロナ感染拡大により、消防団としては行事や

活動の多くが中止、制限をされています。その中でも少

人数でのポンプ車輌点検を行い、火災などの災害発生に

備えています。

さて、皆様のお宅でも火災警報器が設置されていると思いますが、設置が

義務付けられてから10年以上が経過しました。万が一の時に正常に作動させ

るためにも点検、管理をよろしくお願いします。（左図参照）

火災の多い時期になりますが、各ご家庭でも火の用心を心掛けて頂き、く

よし(野焼き)等は行わないようにお願い致します。

また、引き続き来年度から共に活動して頂ける新入団員を募集しておりま

す。現在の団員は年齢が30～60代、職種もＪＡ職員や建設作業員など様々で

す。仕事や家庭を優先した活動参加で構いませんので、興味のある方はコミュ

ニティセンターにご連絡お願いします。 (川跡消防分団長 岡田大介）
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地域の力で子どもが変わる
大人も変わろう！

健康スポーツ部
おはようノルディックウオーク
○活動日：毎月第２・４日曜日 7:00～
○集合場所：川跡コミセン
○対 象：子どもさんから高齢者まで
○内 容：ノルディックポール(貸出有り・子
ども用も有り)を使って１時間程度の距離を歩
きます。
☀1月9日(日）

新年最初の初歩きは大津町の雲根神社へ行きました。
今年一年の健康を祈願しました。早朝の清々しい空
気を体いっぱいに吸い込んで楽しくウオーキングし
ました。

男衆11人の協力で完成！！

代表者による玉串奉奠

鹿島神社 小汀宮司様による神事

年男年女による点火

とんどの火で焼いたお餅最高！


